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料。申し込み問い合わせ･山梨
近代人物館☎055（231）0988
※実業家で郷土史研究家の亀
内は、山梨の古文書、歴史、民
族、美術など約2万点の資料を
整理し、自ら「甲州文庫」と命
名した。県立博物館学芸員の
小畑茂雄さんを講師に招き、
亀内の軌跡を学ぶ。

◉山梨の風土が育てた作家　
河野陽子作品　朗読会〜『甲
州庶民伝』を読む

9月6日から11日の午前10
時30分、午後2時30分、甲府・
藤村記念館。無料。問い合わせ・
NPO甲府駅北口まちづくり委
員会☎055（252）8797※「母さ
ん先生」、「ごんごんしぼりの」
など10作品を日替わりで朗
読。
◉「家族の軌跡    3.11の記憶か
ら」上映会

9月10日午後6時30分から
甲府・県国際交流センター、同
11日午後1時30分から韮崎市
民交流センターニコリ。1000
円（小学生以下無料）。申し込み
は フ ァ ク ス055（253）9602。
問い合わせ・リバイブ・ジャ
パンの三井さん☎090（2462）

の永楽善五郎さん。演題は「京
焼とわが家」。
◉ギャンブル依存症とは〜そ
の回復と再生

9月17日 午 前10時 か ら 甲
斐・双葉ふれあい文化館ホー
ル。無料。問い合わせ・グレイ
ス・ロード☎055（242）8001
※グレイス・ロードは甲斐市
にあるギャンブル依存症者の
回復施設。元大相撲関脇で現役
当時から依存症に苦しんだ貴
闘力さんが「過去のギャンブル

体験からの回復」、医学博士で
筑波大医学医療系社会精神保
健学准教授の森田展彰氏が「ギ
ャンブル依存と家族関係」と題
し講演するほか、田中紀子ギャ
ンブル依存症問題を考える会

（東京）代表が「ギャンブル依存
症〜病気の概念と解決策」と題
し講話する。山梨新報社など後
援。

【おことわり】「ファイト！
スポ少」は休みます。　

3696。氏名、メールアドレス、
ファクス番号、電話番号、住所
を記入し送る。※リバイブ・ジ
ャパンは韮崎市を拠点に災害
援助と防災意識の普及活動な
どを行っている団体。東日本大
震災以降、残された家族の思
いやその軌跡を追ったルポ。
2016年。大西暢夫監督。
◉国立天文台野辺山   特別公開

27日午前9時30分から国立
天文台野辺山宇宙電波観測所。
問い合わせ・同観測所☎0267

（98）4300※45㍍電波望遠鏡
の観測室見学やスタンプラリ
ー、工作などのほか、田中雅臣
同天文台助教が「重力波天体を
追って」、岡朋治慶応大教授が

「銀河の中心に潜むもの」と題
しそれぞれ講演。講演会は定員
各200人（整理券配布）。

◉茶の湯文化にふれる
9月11日午後1時30分から

県立文学館講堂。1000円、学生
200円（いずれも茶代含む）。同
5日締め切り。申し込み問い合
わせ・表千家同門会県支部の
篠 原 さ ん ☎055（279）8418、
080（8165）0887※ 講 師 は 京
都市出身の千家十職で焼物師

◉第28回夢幻会展
21日まで県立美術館県民ギ

ャラリー A。問い合わせ事務局
の小尾さん☎055（252）0463
※同会は1988年に須田国生氏

の絵画教室に通っていた生徒
7人で発足。今展はメンバー6
人と須田さんの100号を中心
とした油彩画25点を展示。
◉山本まり子展

28日から9月25日まで笛吹・
iGallery DC☎055（262）0309
※山本さんは東京都在住。アク
リル画十数点を展示。

◉今尾栄仁展
9月2日から12日まで甲府･

ギャラリー ･イノセント☎055

（222）4402※今尾さんは京都
府出身。日本画約30点を展示。

◉酒折連歌講座2016
9月23日、10月21日午後1時

30分から甲府・山梨学院50
周年記念館6階生涯学習セン
ター講義室。2日とも参加でき
る人。80人。無料。申し込み問
い合わせ・同センター☎055

（224）1355※講義と講師は以
下の通り。▽9月23日「呼応す
る心と言葉─連歌の楽しみ」

歌人の今野寿美さん。▽10月
21日「芭蕉の連句について」深
沢真二和光大表現学部教授。
◉山梨県立大地域研究交流セ
ンター　秋季総合講座

9月3日午後1時30分から甲
府・同大飯田キャンパス講堂。
無料。申し込み問い合わせ・同
センター☎055（224）5260※
講義と講師は以下の通り。▽

「右と左」山本隆司理事▽「メデ
ィアは人生を豊かにするもの
なのか」兼清慎一国際政策学部
准教授。▽「自分の体からの『メ
ッセージ』をキャッチしよう〜
まずは脈拍測定から」白田梨奈
看護学部助教。
◉フラワーポット作り教室

9月10日午後1時から甲府・
県中小企業人材開発センタ
ー。10人。1500円。1日締め切
り。申し込み問い合わせ・同
センター☎055（243）4916※
竹を使ったフラワーポットを
作る。
◉萩原三雄館長が語る「金銀
山遺跡の考古学」

20日 午 後1時30分 か ら 風
土記の丘研修センター。無料。
100人。問い合わせ・県立考古
博物館☎055（266）3881※萩
原館長が「鉱山臼と粉

こ な し

成のシ
ステムの研究」と題し講義す
る。
◉青銅剣形ペーパーナイフ作
り体験教室

9月3日、18日 午 前9時30分
から甲府・風土記の丘研修セ
ンター実習室。3500円。各日5
人。申し込み問い合わせ・同
センター☎055（266）5286※
市川三郷町から出土した蕨

わ ら び て

手
刀
と う

をモデルに½サイズ（長さ約
19㎝）のペーパーナイフを作
る。
◉「郷土資料甲州文庫を収集
　功刀亀内」

9月10日午後1時30分から
県庁舎別館3階正庁。50人。無

◉富士山クリーン活動
9月3日（少雨決行）開催。当

日午前7時50分に甲府・県ボ
ラ ン テ ィ ア・NPOセ ン タ ー

（県防災会館1階）前に集合。同
11時から午後1時まで五合目
や奥庭を清掃する。対象は小
学生以上。無料。90人。9月1日
締め切り。氏名、住所、所属（学
校・団体）、連絡先を記入しフ
ァ ク ス055（232）4087で 申
し込む。問い合わせ・同セン
ターの鈴木さん☎055（224）
2941
◉健康の秘訣・若さの秘訣　
川柳作品募集

応募期間は9月1日から10
月31日まで。対象は県後期高

齢者医療制度の被保険者の
人。作品は自作、未発表のも
の。はがきに作品（3点まで）
とペンネーム、住所、氏名、年
齢、電話番号、職業を記入し、
〒400-8587甲 府 市 蓬 沢1丁
目15─35県自治会館2階山梨
県後期高齢者医療広域連合総
務課総務担当まで送る。電子
メ ー ル はkouho@yamanashi-
iryoukouiki.jpまで送る。題名は

「川柳作品応募」とする。表彰は
広域連合長賞（1人・県特産品
1万円相当）、広域副連合長賞

（1人・同5000円相当）、広域連
合議長賞（同）、広域連合副議長
賞（同）、入選10人（県内各市町
村の特産品1000円相当）。問い
合わせ・同総務課☎055（236）
5671

やまなしチャレンジプラザ
実行委は20、21両日、午前10
時半から県防災新館で小学生
を対象とした仕事体験会を開
く。

今回は「本格的な体験」をテ
ーマに、接客を学ぶカフェ体験
はじめ、清掃、警備、設備など、
やまなしプラザで実際に働く
人たちに焦点を当てたプログ
ラム。このほか、ブックホルダ
ーを作る木工体験、ジュエリー
研磨体験、マジックショーなど
も同時開催される。

参加者は各体験終了後、給
与として200円相当の仮想通
貨を受け取り、縁日で遊んだ
り、オープンカフェで飲食する
こともできる。

希望者は住所、氏名、学年、参
加希望日（午前、午後・第2希
望まで）、連絡先を記入し同セ
ンターまで持参するか、ファ
クス055（269）6493に、またメ
ー ル はinfo@yamanashi-plaza.
comへ申し込む。問い合わせ同
館防災センター☎050（5846）
2962

８月26日㈮･27日㈯
	      時間　午前９時〜午後４時（27日は午後３時まで）
	      会場　山梨県立リニア見学センター（都留市小形山2381）

 リニアフォトコンテスト表彰式＆トークショー

発行：山梨県広聴広報課
☎055-223-1339山梨 情報

やまなしリニアフェス2016 開催！
夏休みの締めくくりはリニア見学センターで

一足先に時速500㌔を体感できる体験乗車（11月開催予定）が当たる！

■対象　26日は午後3時まで、27日は午後２時までに、どきどきリニア館に
入館した小学生以上の方

■会場　屋外ステージ
■時間　26日　午前11時30分〜正午　午後 1 時30分〜 2 時　3 時30分〜 4 時
　　　　27日　午前11時〜11時30分　午後 0 時30分〜 1 時　2 時30分〜 3 時
■賞品　１等 リニア体験乗車（１区画２名分）　３名
　（各回）　２等 フローティングリニア　３名
　　　　３等 オリジナルクッキー　５名

リニア体験乗車が当たる抽選会

 リニア中央新幹線沿線自治体PR
 沿線マスコットキャラクター大集合！

岐阜県マスコット
キャラクター

ミナモ

問い合わせ先　   山梨県リニア推進課  ☎055-223-1664　 リニア見学センター  ☎0554-45-8121

26日 27日

26日 27日

沿線自治体の観光PRや特産品の試食・販売などを行う
ブースが出展。また、沿線マスコットキャラクターが集結。
普段は会えないキャラと触れ合おう！

親子で楽しむサイエンスショー
県立科学館の名物スタッフ〝うえ

ちゃん〟による面白サイエンスショ
ー「磁石のフシギ？」。

磁石のヒミツからリニアの原理
まで、楽しく学ぼう！

■会場　屋外ステージ
■時間　午前11時〜11時30分
　　　　午後３時〜３時30分

26日

27日
鉄道写真家集団レイルマンフォトオフィス所属の山﨑友也氏、村上悠太氏

山下大祐氏が、リニア中央新幹線への期待や、鉄道写真撮影のコツなどを語る！

■会場　屋外ステージ
■時間　午後１時15分〜２時15分

27日真夏のフラダンスショー
明るく元気に舞い踊るフラガー

ル「Poni Aloha Hula Studio」。
「MATSURI」をテーマに会場

を華やかに彩る！

■会場　屋外ステージ
■時間　正午〜12時30分

国内最高峰のジャズコンテ
スト「第29回浅草ジャズコンテ
スト」でグランプリを受賞した
富士学苑中学高等学校ジャズ
バンド部「Moon Inlet Sounds 
Orchestra」がやってくる！

ジャズと鉄道を融合した迫
力の演奏に注目！

■会場　屋外ステージ
■時間　午後１時〜１時30分

山梨県立リニア見学センター
超電導リニアの走行試験を間
近で見学できる日本で唯一の
施設です。

試験車両の実物展示や大型
ジオラマ、体験コーナーな
どでリニアの魅力を体感

 
観光情報の提供、リニアグ
ッズや土産品の販売 ※駐車場の混雑が予想されるため、公共交通機関をご利用ください。大型ジオラマ（どきどきリニア館）

大月駅発� 8:45    9:45  10:45  11:45  12:45  13:45  14:45  15:45
センター発� 11:45  12:10  13:15  14:40  15:35  16:15  17:15  17:30

  大月駅～見学センター間　路線バス時刻表� ※赤字は臨時運行便

■所要時間15分　■大人  片道300円（小人は半額）

個人 団体（20名以上）
一般･大学生 420円 330円
高校生 310円 240円
中学生･小学生 200円 170円

  利用料金（どきどきリニア館）

※わくわくやまなし館は無料

山下  大祐  氏村上  悠太  氏山﨑  友也  氏

 ジャズトレインライブ
「リニアで行こう、どこまでも」26日

どきどきリニア館

わくわくやまなし館
富士の国やまなし
観光キャラバン隊長

武
た け だ

田菱
ひ し ま る

丸

大阪府広報担当副知事

もずやん

ほかにもたくさんの
キャラクターが集まるよ

伊藤ゆりさんの作品
「おぼろ月」F50

今尾さんの作品「ひかりは」

INFORMATION ▼
俳
句『
郭か

っ
こ
う公
』主
宰
井
上
康

明
の「
秀
句
評（
要
旨
）」

「
信
心
の
そ
の
先
知
れ
ず
蝸

牛
」金
丸
保（
信
心
の
行
く
先
は

分
か
ら
な
い
。目
前
に
は
今
の

一
瞬
を
信
じ
て
歩
む
蝸
牛
が
い

る
）。「
郭
公
や
も
く
も
く
と
行

く
一
本
道
」斉
藤
幸
三（
一
本
道

を
行
く
人
に
さ
わ
や
か
な
郭
公

の
鳴
き
声
）。１
３
３
㌻
。

▼
俳
句『
裸
子
』「
女
教
師
の

厳
し
か
り
け
り
鉄
線
花
」
小
林

祥
子
、『
課
題
句
』
か
ら
。他
に

「
漢
方
薬
と
は
夢
知
ら
ず
鉄
線

花
」太
田
道
夫
、「
一
斉
に
咲
く

鉄
線
花
富
士
晴
る
る
」
青
柳
時

子
、「
い
か
に
せ
ぬ
孫
の
拾
い
し

実
梅
か
な
」保
田
望
、「
黄
昏
の

垣
根
の
鉄
線
濃
む
ら
さ
き
」
長

瀬
み
ち
子
。40
㌻
。

▼
川
柳『
甲
斐
野
』６
月
例
会

の
宿
題
句
か
ら
。「
か
み
な
り

に
地
震
と
火
事
と
山
の
神
」
猪

股
勉（
今
ど
き
は
親
父
よ
り
女

房
が
怖
い
）。「
さ
よ
な
ら
も

言
わ
ず
に
今
朝
の
訃
報
欄
」
玉

島
よ
志
子（
あ
ゝ
あ
の
人
も
ま

た
）。「
イ
エ
ス
マ
ン
ば
か
り
王

様
丸
裸
」小
林
信
二
郎（
ど
こ
か

の
国
の
首
相
か
も
）。38
㌻
。

▼
川
柳『
轍わ

だ
ち

』表
紙
句
は「
あ

の
女
に
逢
い
に
行
く
よ
な
蛍
狩

り
」柿
沼
翆
流（
あ
の
女
と
は
冥

界
に
住
む
大
切
な
人
か
。「
行

く
よ
な
」
に
も
一
途
な
幽
け
さ

が
あ
る―

と
は
中
沢
久
仁
夫
評

の
要
旨
）。「
お
土
産
は
笑
顔
で

い
い
と
嘘
ば
っ
か
」松
田
清
次
、

は
７
月
の
３
名
推
薦
作
品
の
一

句
。36
㌻
。

▼
短
歌『
美み

ち

し

ば

知
思
波
』「
八
月

集
」掉
尾「
清
流
の
ほ
と
ば
し
る

川
尾
白
川
瀬
音
を
聞
き
て
谷
の

道
行
く
」大
久
保
厚
子
。「
月
集

一
」は「
撒
き
水
の
霧
は
朝
日
と

握
手
し
て
ふ
ん
は
り
浮
か
ぶ
淡

き
七
色
」猪
狩
妙
枝
子
。「
同
二
」

は
「
野
菜
苗
植
ゑ
終
へ
湯
舟
に

う
た
つ
く
り
家
人
の
心
配
よ
そ

に
長
湯
す
」小
林
武
子
。48
㌻
。

▼
短
歌『
樹
海
』末
尾
の
随
想

な
ど
が
読
ま
せ
る
。斎
藤
薫
の

文
芸
誌

８
月
号

敬
称
略

「
売
る
こ
と
も
な
く
秋
さ
り
て

土
間
に
置
く
馬
鈴
薯
が
芽
を
ふ

き
始
め
た
り
」
の
歌
で
始
ま
る

川
口
城
司
の「
白
浦
通
信
」、
大

澤
久
美
子
の
「
母
を
恋
う
日
」、

一
瀬
梅
子
の
「
時
代
の
危
機
と

向
き
合
う
短
歌
」、斉
藤
聡
子
の

「
秋
の
野
」な
ど
。50
㌻
。

▼
短
歌『
富
士
』67
号　

高
校

生
短
歌
「
若
草
集
」
か
ら
。「
夕

暮
れ
の
日
の
差
す
教
室
楽
し
げ

な
ガ
ー
ル
ズ
ト
ー
ク
の
花
咲
い

て
い
る
」　

河
野
光
乃
里
。「
へ

と
へ
と
の
身
体
を
動
か
し
向
か

う
駅
そ
こ
で
み
か
け
た
光
る
フ

ァ
ミ
マ
」小
清
水
萌
々
子
。幼
小

中
学
生
の
短
歌「
あ
す
な
ろ
集
」

も
あ
る
。66
㌻
。

仕事体験会開催 20、21日 県防災新館


